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１．テーマ設定の背景

◎テーマ

合同安全パトロール活動、タイル工事の品質・安全作業・作業環境の向上

◎動機・ねらい

社内の品質管理強化のみならず、北海道タイル協会会員が、メーカー・施工業者を問わ
ず指名された代表者を中心に年４回の合同現場パトロール活動を実施し、瑕疵保険の導
入に取り組んでいます。

※北海道タイル協会とは、

北海道内に於いて事務所を置き陶磁器タイル及び関連資材の製造・販売・施工に携わる企業及び
関係する団体を以って会員とし、業界の健全なる発展に寄与する事を目的として創設しました。

大きく、 ３部会に分かれて工事（３１社）・販売（１０社）・製造（１１社） 合計５２社で運営しております。
当社は、工事部会会員。

現場パトロール後に品質管理及び安全に関する指摘事項などをまとめ、報告書類を作成し現場所
長に提出し、又、自社にて報告会を開き剥離・剥落の無い仕上りを目指し、かつ工事に対する意識
の統一を図る事が目的です。



壁面への手張り工法の例

①圧着貼り工法 ②改良圧着貼り工法

③密着貼り（ヴィブラート工法） ④モザイクタイル貼り工法

（図、写真等）

２．タイル工事の一般的な工法



その他の一般的なタイル貼り工法

◎『接着剤貼り工法（内装）、大型タイルの乾式工法・ＰＣ板先付け工法・乾式
引っ掛け 工法・外壁接着剤貼り工法』など。

◎床面へのタイル貼り工法『床圧着張り工法・セメントペースト貼り工法』など

外壁接着剤貼り工法

※工業組合と全国タイル工業組合では、外装タイルと有機接着剤の組合せ品質
認定制度 （Ｑ－ＣＡＴ）を2009年度に創設し、推進しています。
Ｑ－ＣＡＴとは、 「安全・確実な施工品質」「意匠性の向上」「ＣＯ2排出削減」を
目指して作られた制度です。 （パンフレット参照）

①タイル基準（ＪＩＳ Ａ 5209を基本とする）
②接着剤基準（ＪＩＳ Ａ 5557を基本とする）
③組合せ基準（タイル裏面の接着剤充填率の確保、ずれ抵抗性等）

上記のような３基準を定め適切な材料の普及を目指しています。



３．改善提案

改善実施事項

①施工品質・作業環境の確認と指導をしています。

②まず、現場入場時に職長からのヒアリングを行い現場の状況、モルタ
ルのMIX比率、作業環境を確認。

③施工品質・安全作業・環境の確認を行いパトロール後に結果をまとめ
品質管理及び安全に関する報告書類を作成し現場所長に提出。
その後、各自社にて報告会を開き施工品質・安全施工・作業環境に
対する意識の向上を図ります。



④タイル工事の高品質化を目指して自主検査を強化しています。
（下地・清掃・補修の状況確認、モルタル混合率の確認、施工中・施
工後の目視検査・施工箇所の打診検査（一人約100㎡）・接着力試験
の実施）

⑤現場環境・安全の確認（自主安全パトロール）パトロール・自主検査
の結果をまとめ（現場・職人・社員）へ報告



⑥当社は、外装タイルの瑕疵費用の増大を鑑み、建専連の専門工事業
総合保障制度の内、長期性能保証制度（瑕疵保険）に加入していま
す。（対象表を参照）

別表にある指定材料によって定められた施工方法、適用下地、躯体
処理、下地処理により保証されるものであります。





４．改善効果の検証

※現場パトロール会、自主検査を実施することにより

◎タイル工事に関する施工品質・安全作業・作業環境の向上とタイル業界
としての意思統一になる。

◎剥離、剥落の無い仕事の確立に繋がる。

◎作業員の施工品質に対する考え方を再度教育する事が出来る。



５．実施工における留意点

タイル工事施工の留意点

タイル工事における品質と安全の確保が最優先です。
瑕疵保険に加入したからといって、もし剥離事故があった場合は、免責で
自己負担もあります。また、指定されている材料、工法、躯体・下地処理
が実施されていないと判断される場合は、保証書を出せないので瑕疵保
険の対象となりません。今後、瑕疵を無くし、品質管理を徹底する為、施
工条件の把握から要領書の充実、超高圧水洗浄での躯体処理、貼付け
モルタル・施工方法及び状況の確認を行い、剥離の無い施工管理をより
徹底し、従来以上の品質・安全作業・作業環境の管理を展開していく所
存です。
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